
平
成
二
十
五
年
度 

第
一
学
科 

入
学
試
験
問
題
（
平
成
二
十
五
年
三
月
九
日
） 

国
語
総
合 

一
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

「
漢
詩
」
、
「
和
歌
」
、
「
俳
諧
」
以
外
に
も
、
日
本
詩
歌
史
に
お
い
て
、
も
う
一
つ
の
き
わ
め
て
重
要
な
分
野
を
形
づ
く
る
詩
歌
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま 

し
た
。

①

 「
歌
謡
」
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
一
定
の
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
有
し
、
時
に
は
簡
単
な
楽
器
を
伴
っ
て

詠
わ
れ
た
詩
歌
作
品
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

必
ず
声
に
出
し
て
う
た
わ
れ
、
多
く
の
場
合
身
振
り
や
踊
り
を
伴
う
も
の
が
歌
謡
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
表
記
に
す
る
の
に
も
、
日
本
語
の
話
し
言
葉
に

適
し
た
文
字
を
用
い
ね
ば
な
ら
ず
、
当
然
、
漢
詩
の
ス
タ
イ
ル
と
は
全
く
異
な
る
、
仮
名
文
字
の
多
い
ス
タ
イ
ル
が
、
歌
謡
作
品
の
普
通
の
形
式
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
「
う
た
う
」
と
い
う
行
為
に
は
、
一
方
で
は
規
則
を
き
わ
め
て
重
ん
じ
る
側
面
が
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
絶
え
ず
規
則
を
逸
脱
し
、

自
由
奔
放
に
新
し
い
詩
を
、
形
式
、
内
容
い
ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
追
求
す
る
と
い
う
側
面
が
伴
い
ま
す
か
ら
、
日
本
の
歌
謡
が
、
そ
の
長
い
歴
史
を
通
じ

て
、
豊
か
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
し
た
。 

 

（ 

Ａ 

）
漢
詩
は
、
そ
の
歴
史
の

イ

 ホ
ッ
タ
ン
の
時
期
に
、
菅
原
道
真
の
よ
う
な
大
詩
人
を
持
ち
、
そ
の
後
約
一
千
年
の
歴
史
の
中
で
も
、
多
く
の
僧
侶

や
儒
者
や
文
人
、
画
家
そ
の
他
の
芸
術
家
た
ち
、
武
士
や
政
治
家
や
革
命
家
た
ち
、
さ
ら
に
は
少
数
の
女
性
た
ち
ま
で
含
め
、
各
時
代
に
傑
出
し
た
個
性
を

排
出
し
ま
し
た
。 

 

（ 

Ｂ 

）
、
歌
謡
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
作
者
が
誰
で
あ
る
の
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
作
品
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
漢
詩
、
和
歌
、
俳
諧
に
く

ら
べ
て
、
歌
謡
の
一
大
特
徴
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

 

実
際
、
こ
の
「
無
名
性
」
こ
そ
、
「
文
学
史
」
と
い
う
き
わ
め
て
「
近
代
的
」
な
制
作
物
に
お
い
て
歌
謡
が
受
け
て
き
た
、
不
当
に
低
い
評
価
、
理
不
尽

な
扱
い
の
理
由
を
説
明
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
は
、
特
に
日
本
に
お
け
る
近
代
文
学
は
、
作
品
の
中
に
、
何
よ 

り
も
ま
ず
「
個
性
」
や
「
独
創
性
」
の
輝
き
を
要
求
し
た
か
ら
で
す
。
完
成
し
た
作
品
よ
り
も
断
片
の
方
に
、

ロ

 セ
イ
ジ
ュ
ク
よ
り
も

ハ

 ホ
ウ
ガ
の
可
能
性
の
方

に
、
結
果
よ
り
も
意
図
の
中
に
、
天
才
と
独
創
性
の
し
る
し
を
見
よ
う
と
す
る
近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
主
義
は
、
歌
謡
の
無
名
性
の
中
に
、
い
わ
ば
摩
滅 

し
た
個
性
、
遊
戯
的
な Ⅰ

 恣
意
性
、 Ⅱ

 陳
腐
な
前
近
代
性
を
見
出
し
、
自
我
意
識
確
立
へ
の
欲
求
と
は
縁
遠
い
が
ゆ
え
に
、
真
面
目
な
学
問
的
考
察
の
対
象
と
は

し
に
く
い
と
見
な
し
た
の
で
す
。 

 

そ
の
こ
と
自
体
の
中
に
、

②

 近
代
日
本
の
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
「
（ 

ａ 

）
」
や
「
（ 

ｂ 

）
」
を
追
求
す
る
一
方
で
、
「
（ 

ｃ 

）
」
の
中 

に
含
ま
れ
る
多
様
な
豊
饒
さ
を
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
日
本
の
近
代
化
が
、
き
わ
め
て
短
時
間
に
西
洋
の
達
成
し
た

も
の 

に
追
い
つ
く
こ
と
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
か
ら
来
る
、
や
む
を
得
な
い

ニ

 歪
み
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
芸
術
や
文
学
に
お
い
て
は
、
近
代
化
以
前

の
文
化
的
伝
統
と
近
代
化
以
後
の
そ
れ
と
の
間
に
、
多
く
の
不
毛
な
断
絶
が
生
じ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

近
代
日
本
の
文
学
研
究
や
文
学
史
に
お
い
て
、
歌
謡
の
地
位
が
不
当
に
低
く
見
ら
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
近
代
日
本
文
学 

全
体
の
達
成
し
た
も
の
を
検
討
す
る
上
で
も
、

ホ

 カ
ッ
コ
ウ
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
少
な
く
と
も
私
は
、
そ
の
点
に
こ
そ
、

③

 『
梁
塵

秘
抄
』
や
『
閑
吟
集
』
を
初
め
と
す
る
歌
謡
を
、
現
在
再
評
価
す
る
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

歌
謡
が
近
代
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、

④

 も
う
一
つ
の
理
由
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
歌
謡
の
作
者
た
ち
の
う
ち
、
質
に
お

い
て
も
量
に
お
い
て
も
特
に
す
ぐ
れ
て
い
た
人
々
の
多
く
が
、
階
級
的
に
い
え
ば
社
会
の
最
下
層
に
属
す
る
人
々
だ
っ
た
と
い
う
事
実
で
す
。
彼
ら
の
う
ち

特
に
重
要
な
構
成
員
は
、
不
特
定
多
数
の
男
性
を
相
手
に
す
る
遊
女
で
あ
り
、
ま
た
、
傀
儡
師
と
呼
ば
れ
る
あ
や
つ
り
人
形
を
扱
う
芸
人
を
は
じ
め
と
す
る
、

住
所
不
定
の
多
種
多
様
な
芸
人
た
ち
で
し
た
。
い
ず
れ
も
、
階
級
的
に
は
最
下
層
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
ま
た
、
彼
ら
の
中
に
は
驚
く
べ
き
歌
い
手

や
演
奏
家
が
た
く
さ
ん
い
て
、
時
に
は
社
会
の
最
上
層
の
人
々
、
す
な
わ
ち
天
皇
さ
え
も
含
む
高
位
の
貴
族
階
級
や
武
士
階
級
の
人
々
が
、 

彼
ら
の
芸
に
最
大
限
の
敬
意
と

ヘ

 憧
れ
を
抱
き
、
師
と
し
て
手
厚
く
遇
す
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
の
で
し
た
。 

 

（ 

Ｃ 

）
歌
謡
は
、
そ
の
よ
う
な
側
面
に
お
い
て
、
近
代
市
民
社
会
の
価
値
観
で
は
律
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
を
た
っ
ぷ
り
と
持
っ
て
い
た
の
で

し
た
。
「
個
性
」
や
「
自
我
」
の
主
張
を
最
重
要
の
も
の
と
す
る
近
代
主
義
は
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
有
効
な
判
断
基
準
と
な
り
得
ま
せ
ん
。
歌
謡
は
い 

わ
ば
「
超
個
性
的
」
で
あ
り
、
「
階
級
縦
断
的
」
な
性
質
を Ⅲ

 ふ
ん
だ
ん
に
も
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。 

 

（ 

Ｄ 

）
作
品
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
も
、
歌
わ
れ
る
時
や
場
所
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
臨
機
応
変
に
詩
句
の
一
部
を
変
更
し
た
り
、
原
作
を
も
じ

っ
て
別
の
詩
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
作
り
変
え
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
賞
賛
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
さ
え
あ
り

ま
し
た
。
テ
ク
ス
ト
の
厳
密
な
自
己
同
一
性
を
要
求
し
、
作
者
の
著
作
権
を
優
先
的
に
保
護
す
る
こ
と
を
も
っ
て
当
然
と
す
る
近
代
の
考
え
方
を
、 

い
わ
ば
嘲
笑
す
る
よ
う
な
自
由
奔
放
さ
、
そ
れ
が

⑤

 歌
謡
の
本
質
的
属
性
で
あ
り
、
そ
の
輝
か
し
い
特
徴
で
さ
え
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
岡
信
『
日
本
の
歌
謡
』
よ
り
） 

※ 

ジ
ャ
ン
ル
…
種
類
・
種
別
。
主
に
文
芸
作
品
な
ど
の
分
類
に
用
い
ら
れ
る
語
。 

※ 

逸
脱
…
本
筋
か
ら
外
れ
る
こ
と
。 

※ 

菅
原
道
真
…
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
平
安
時
代
の
学
者
・
政
治
家
。
右
大
臣
と
な
る
が
失
脚
、
太
宰
府
で
没
。
書
や
漢
詩
文
に
優
れ
た
。
学
問
の
神 

 
 
 
 
 
 

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 



※ 

傑
出
…
す
ぐ
れ
て
ぬ
き
ん
で
て
い
る
こ
と
。 

※ 
ロ
マ
ン
主
義
…
文
芸
上
の
思
想
運
動
の
一
つ
。
主
観
・
個
性
・
感
情
な
ど
の
自
由
を
重
視
し
た
。 

※ 
テ
ク
ス
ト
…
原
文
・
本
文
。
テ
キ
ス
ト
。 

※ 

自
己
同
一
性
…
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。
自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
の
確
信
。
真
の
自
分
、
自
己
の
存
在
証
明
な
ど
の
意
で
用
い
る
。 

 

問
一
、
二
重
傍
線
部
イ
～
ヘ
の
漢
字
と
読
み
と
し
て
正
し
い
も
の
を
次
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
イ
…
解
答
番
号
１
、
ロ
…
解
答
番
号
２
、
ハ
…
解
答
番
号
３
、
ニ
…
解
答
番
号
４
、
ホ
…
解
答
番
号
５
、
ヘ
…
解
答
番
号
６
） 

（
イ
） 

ホ
ッ
タ
ン 

 
 

１
、
発
端 

 
 

２
、
掘
端 

 
 
 

３
、
発
短 

 
 

４
、
掘
短 

（
ロ
） 

セ
イ
ジ
ュ
ク 

 

１
、
精
熟 

 
 

２
、
成
熟 

 
 
 

３
、
静
熟 

 
 

４
、
生
熟 

（
ハ
） 

ホ
ウ
ガ 

 
 
 

１
、
奉
賀 

 
 

２
、
奉
加 

 
 
 

３
、
萌
芽 

 
 

４
、
保
賀 

（
ニ
） 

歪
（
み
） 

 
 

１
、
ひ
が 

 
 

２
、
き
わ 

 
 
 

３
、
た
わ 

 
 

４
、
ゆ
が 

（
ホ
） 

カ
ッ
コ
ウ 

 
 

１
、
滑
降 

 
 

２
、
格
好 

 
 
 

３
、
渇
仰 

 
 

４
、
恰
好 

（
ヘ
） 

憧
（
れ
） 

 
 

１
、
こ
が 

 
 

２
、
ほ
ま 

 
 
 

３
、
あ
こ
が 

 

４
、
は
な 

 

問
二
、
波
線
部Ⅰ

～Ⅲ

の
言
葉
の
意
味
を
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
と
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

 

（Ⅰ

…
解
答
番
号
７
、Ⅱ

…
解
答
番
号
８
、Ⅲ

…
解
答
番
号
９
） 

（Ⅰ

）
恣
意 

 
 
 
 
 

１
、
一
般
的
な
考
え 

 
 
 

２
、
自
分
勝
手
な
考
え 

 

３
、
独
創
的
な
考
え 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
、
偏
見
に
満
ち
た
考
え 

 

５
、
人
ま
ね
の
考
え 

（Ⅱ

）
陳
腐 

 
 
 
 
 

１
、
珍
し
い
こ
と 

 
 
 
 

２
、
貴
重
な
こ
と 

 
 
 

３
、
あ
り
ふ
れ
て
い
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
、
独
特
な
こ
と 

 
 
 
 

５
、
陳
列
し
て
あ
る
こ
と 

（Ⅲ

）
ふ
ん
だ
ん
に 

 
 

１
、
多
く 

 
 
 
 
 
 
 

２
、
少
な
く 

 
 
 
 
 

３
、
惜
し
み
な
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
、
貴
重
に 

 
 
 
 
 
 

５
、
ほ
ど
ほ
ど
に 

 

問
三
、
（ 

Ａ 

）
～
（ 

Ｄ 

）
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
か
ら
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ａ
…
解
答
番
号
10
、
Ｂ
…
解
答
番
号
11
、
Ｃ
…
解
答
番
号
12
、
Ｄ
…
解
答
番
号
13
） 

 

１
、
一
方 

 

２
、
そ
も
そ
も 

 

３
、
も
し 

 

４
、
つ
ま
り 

 

５
、
た
と
え
ば 

 

問
四
、
傍
線
部
①
と
あ
る
が
、
「
歌
謡
」
の
特
徴
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
14
） 

 

１
、
声
に
出
し
て
う
た
わ
れ
、
身
振
り
や
踊
り
を
伴
う
。 

 

２
、
仮
名
文
字
の
多
い
ス
タ
イ
ル
が
普
通
の
形
式
と
な
っ
た
。 

 

３
、
規
則
を
重
ん
じ
る
側
面
と
規
則
を
逸
脱
す
る
側
面
が
あ
っ
た
。 

 

４
、
各
時
代
に
傑
出
し
た
個
性
を
輩
出
し
た
。 

 

５
、
作
者
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

問
五
、
傍
線
部
②
の
内
容
と
し
て
不
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
15
） 

 

１
、
短
期
間
に
西
洋
の
到
達
し
た
も
の
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
。 

 

２
、
歌
謡
の
多
様
な
豊
饒
さ
を
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

３
、
文
学
研
究
や
文
学
史
に
お
い
て
歌
謡
の
地
位
が
低
く
見
ら
れ
て
き
た
。 

 

４
、
結
果
よ
り
も
意
図
の
中
に
天
才
の
独
創
性
を
見
よ
う
と
し
た
。 

 

５
、
歌
謡
を
真
面
目
な
学
問
的
考
察
の
対
象
に
ふ
さ
わ
し
い
と
見
な
し
た
。 

 

問
六
、
（ 

ａ 

）
～
（ 

ｃ 

）
に
は
次
の
ど
の
言
葉
が
入
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ａ
…
解
答
番
号
16
、
ｂ
…
解
答
番
号
17
、
ｃ
…
解
答
番
号
18
） 

 

１
、
独
創
性 

 

２
、
無
名
性 

 

３
、
個
性 

 

４
、
恣
意
性 

 

５
、
可
能
性 

 

問
七
、
傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
筆
者
が
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
理
由
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 

（
解
答
番
号
19
） 

 

１
、
歌
謡
が
近
代
に
お
い
て
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
。 

 

２
、
歌
謡
の
構
成
員
が
階
級
的
に
最
下
層
に
属
し
て
い
た
た
め
。 

 

３
、
日
本
の
西
洋
化
が
短
期
間
に
西
洋
に
追
い
つ
こ
う
と
し
た
た
め
。 

 

４
、
近
代
日
本
文
化
全
体
の
達
成
し
た
も
の
を
検
討
す
る
た
め
。 



 

５
、
作
者
が
誰
で
あ
る
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
作
品
ば
か
り
な
た
め
。 

問
八
、
傍
線
部
④
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
「
理
由
」
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
20
） 

 

１
、
歌
謡
の
作
者
の
多
く
が
、
階
級
的
に
最
下
層
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

２
、
歌
謡
の
作
者
の
多
く
が
、
天
皇
を
含
む
貴
族
階
級
や
武
士
階
級
の
人
々
で
あ
っ
と
い
う
こ
と
。 

 

３
、
歌
謡
の
作
者
の
多
く
が
、
階
級
的
に
中
流
に
属
す
る
多
種
多
様
な
芸
人
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

４
、
歌
謡
の
作
者
の
多
く
が
、
世
俗
を
離
れ
た
僧
侶
や
隠
者
な
ど
と
い
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

５
、
歌
謡
の
作
者
の
多
く
が
、
そ
の
階
級
に
も
属
さ
ず
自
由
奔
放
に
生
活
す
る
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

問
九
、
傍
線
部
⑤
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
21
） 

 

１
、
テ
ク
ス
ト
の
語
句
を
厳
密
に
守
り
、
同
一
で
あ
る
こ
と
を
賞
讃
す
る
考
え
方
。 

 

２
、
テ
ク
ス
ト
の
作
り
変
え
を
当
然
と
す
る
近
代
の
考
え
方
を
嘲
笑
す
る
考
え
方
。 

 

３
、
テ
ク
ス
ト
の
自
己
同
一
性
や
作
者
の
著
作
権
の
保
護
を
優
先
さ
せ
る
考
え
方
。 

 

４
、
テ
ク
ス
ト
に
は
常
に
従
わ
ず
、
独
創
的
な
詩
句
を
用
い
よ
う
と
す
る
考
え
方
。 

 

５
、
テ
ク
ス
ト
の
作
り
変
え
も
臨
機
応
変
に
行
え
ば
良
い
と
い
う
自
由
な
考
え
方
。 

 

問
十
、
本
文
の
内
容
に
合
わ
な
い
も
の
を
次
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
解
答
番
号
22
） 

 

１
、
歌
謡
は
日
本
詩
歌
史
の
重
要
な
一
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
長
い
歴
史
を
通
じ
豊
か
な
変
化
を
と
げ
て
き
た
。 

 

２
、
歌
謡
は
作
者
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
近
代
文
学
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

３
、
歌
謡
は
近
代
社
会
の
価
値
観
を
超
越
す
る
、
「
超
個
性
的
」
「
階
級
縦
断
的
」
な
側
面
を
も
っ
て
い
た
。 

 

４
、
本
質
的
に
自
由
奔
放
な
考
え
方
を
備
え
た
歌
謡
は
、
近
代
詩
歌
に
お
い
て
も
一
ジ
ャ
ン
ル
を
形
成
し
て
い
る
。 

 

５
、
歌
謡
の
持
つ
テ
ク
ス
ト
や
詩
句
に
対
す
る
臨
機
応
変
さ
は
、
そ
の
輝
か
し
い
特
徴
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
。 

 

二
、
23
～
26
の
傍
線
部
と
読
み
が
同
じ
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。 

 

23
、
字
面 

 

１
、
面
長 

 

２
、
面
積 

 

３
、
鼻
面 

 

４
、
細
面 

 

24
、
凝
視 

 

１
、
懐
柔 

 

２
、
暁
光 

 

３
、
欺
瞞 

 

４
、
概
括 

 

25
、
構
図 

 

１
、
絵
図 

 

２
、
壮
図 

 

３
、
企
図 

 

４
、
雄
図 

 

26
、
所
望 

 

１
、
本
望 

 

２
、
望
見 

 

３
、
展
望 

 

４
、
願
望 

 

三
、
27
～
32
の
傍
線
部
と
同
じ
漢
字
を
用
い
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。 

 

27
、
蓄
財
や
収
集
癖
も
、
イ
ゼ
ン
と
し
て
事
物
と
の
つ
な
が
り
を
残
し
て
い
る
点
で
、
… 

 
 
 

１
、
イ
リ
ョ
ク
を
発
揮
す
る 

 
 
 

２
、
ア
ン
イ
な
考
え 

 
 
 
 
 
 

３
、
現
状
を
イ
ジ
す
る 

 
 
 

４
、
法
律
に
イ
キ
ョ
す
る 

 
 
 
 

５
、
事
の
ケ
イ
イ
を
説
明
す
る 

 

28
、
重
力
の
は
た
ら
か
な
い
空
間
に
自
分
の
体
を
置
い
て
み
る
と
い
う
カ
ク
ウ
の
設
定 

 
 
 

１
、
原
料
を
カ
コ
ウ
す
る 

 
 
 
 

２
、
負
傷
者
を
タ
ン
カ
に
の
せ
る 

 

３
、
外
出
を
キ
ョ
カ
す
る 

 
 
 

４
、
商
品
の
カ
カ
ク
を
調
べ
る 

 
 

５
、
症
状
の
ケ
イ
カ
を
見
る 

 

29
、
意
識
全
体
の
カ
イ
ソ
ウ
の
な
か
で
科
学
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
か 

 
 
 

１
、
事
件
に
カ
イ
ニ
ュ
ウ
す
る 

 
 

２
、
疑
問
が
ヒ
ョ
ウ
カ
イ
す
る 

 
 

３
、
ケ
イ
カ
イ
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 
 

４
、
チ
ョ
ウ
カ
イ
処
分
が
下
る 

 
 

５
、
ら
せ
ん
状
の
カ
イ
ダ
ン 

 

30
、
収
容
所
で
の
生
活
の
よ
う
に
外
界
と
カ
ク
ゼ
ツ
さ
れ
て
い
る
と
、 

 
 
 

１
、
優
れ
た
サ
イ
カ
ク
を
発
揮
す
る 

２
、
カ
ク
チ
ョ
ウ
高
い
文
章
を
読
む 

３
、
カ
ン
カ
ク
を
置
い
て
並
べ
る 

 
 
 

４
、
舞
台
裏
で
カ
ク
サ
ク
す
る 

 
 

５
、
野
鳥
の
ホ
カ
ク
を
禁
止
す
る 

 

31
、
自
我
が
カ
ク
サ
ン
す
る 

 
 
 

１
、
陰
で
カ
ク
策
す
る 

 
 
 
 

２
、
運
動
場
を
カ
ク
張
す
る 

 

３
、
味
カ
ク
が
発
達
し
て
い
る 

 
 
 
 
 
 

４
、
話
が
カ
ク
心
に
触
れ
る 

 
 

５
、
彼
に
は
品
カ
ク
が
あ
る 

 

32
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
カ
ン
を
な
す
と
も
い
う
べ
き
考
え
方 

 
 
 

１
、
箱
根
の
セ
キ
を
越
え
る 

 
 

２
、
太
い
ミ
キ
を
切
る 

 
 
 

３
、
キ
モ
に
銘
ず
る 

 
 
 

４
、
入
会
を
ス
ス
め
る 

 
 
 
 

５
、
水
が
ク
ダ
を
通
る 

 



 
四
、
33
～
36
の
そ
れ
ぞ
れ
に
答
え
な
さ
い
。 

 

33
、
「
侵
略
」
の
「
略
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

１
、
略
式 

 

２
、
策
略 

 

３
、
略
奪 

 

４
、
省
略 

 

５
、
経
略 

 

34
、
「
的
中
」
の
「
中
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

１
、
中
毒 

 
２
、
中
流 

 

３
、
胸
中 

 

４
、
中
立 

 

５
、
連
中 

 

35
、
「
独
断
」
の
「
断
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

１
、
切
断 

 

２
、
判
断 

 

３
、
油
断 

 

４
、
断
行 

 

５
、
断
絶 

 

36
、
「
負
目
」
の
「
負
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
を
選
び
な
さ
い
。 

 
 
 

１
、
勝
負 

 

２
、
自
負 

 
３
、
負
債 

 

４
、
負
数 

 

５
、
抱
負 

 

五
、
37
～
42
の
空
欄
に
入
る
適
当
な
漢
字
を
選
び
、
答
え
な
さ
い
。 

 

37
、
天
（ 

）
孤
独 

 

１
、
上 

 
 

２
、
涯 

 
 

３
、
内 

 
 

４
、
外 

 

38
、
同
床
（ 

）
夢 

  

１
、
異 

 
 

２
、
為 

 
 

３
、
井 

 
 

４
、
衣 

 

39
、
疑
心
暗
（ 

） 
 

１
、
機 

 
 

２
、
鬼 

 
 

３
、
奇 

 
 

４
、
危 

 

40
、
一
蓮
（ 

 

） 
 

１
、
千
金 

 

２
、
同
仁 

 

３
、
託
生 

 

４
、
阿
成 

 

41
、
大
言
（ 

 

） 
 

１
、
飛
語 

 

２
、
造
語 

 

３
、
私
語 

 
４
、
壮
語 

 

42
、
順
風
（ 

 

） 
 

１
、
良
好 

 

２
、
日
和 

 

３
、
航
路 

 
４
、
満
帆 

  


